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【この研究では】

発達障害のある人たちへの支援は，できるだけ早い時期から始まって大人として社会参加をする
時まで，生涯にわたる支援が一貫性と継続性をもって総合的に行われることが必要です。そして、
その支援は発達障害のある人たち一人ひとりの特性を踏まえた適切なものである必要もあります。
このような支援が行われることで、発達障害のある人たちが自分の持っている可能性を最大限に発
揮し、できうる限りの自立して充実した生活を送ることができるようになります。このことは社会
にとっても負担が少なくなり、さらに全ての人たちが共生する喜びを感じることができる、ほんと
うに豊かな社会を作ることができるようになると考えられますうに豊かな社会を作ることができるようになると考えられます。

このような視点から、当研究所では平成18〜19年度に発達障害のある子どもの早期支援の在り
方に中心とした研究を行いました。この研究から、一貫性と継続性を持つ総合的な支援の在り方と
して「発達障害支援グランドデザインVer.１」を提唱しました。さらに平成20〜21年度には後期
中等教育における支援の在り方について研究を行いました。

本研究では，これらの研究成果を踏まえ，発達障害のある子どもへの一貫した支援の在り方をよ
り詳細に検討しました。この研究成果として，先の発達障害支援グランドデザインを改訂し「発達
障害支援グランドデザインVer.２」としてまとめました。

【研究をして見えてきたこと】

実際に先進的な支援を試行している地域の実地調査等とそれを実行している関係者等による研究
協議会による検討を通し、総合的支援の実現に向けた主要なことがらとして以下のようなことがあ
げられました。

１．先進的事例を活用した支援施策の実施

義務教育段階における特別支援教育が一定の発展をしている中で，幼稚園・保育所と後期中等教
育における発達障害等のある子どもへの支援の具現化が課題となっています これに対しては 文育における発達障害等のある子どもへの支援の具現化が課題となっています。これに対しては，文
部科学省のモデル事業や当研究所の研究の実地調査地域・学校の先進的な取組が実際的な情報が蓄
積されてきています。これらの情報を参考にすれば，全国各地で効果的な支援体制を構築できると
考えられ，これらの情報が広く伝達され活用されることで支援体制充実の進展が期待できます。

２．関係部局等における連携

発達障害等のある子どもにおいても関係部局の連携は重要であり，発達障害者支援法にも明記さ
れています。しかし，現在でも連携を進めるためにはなお一層の努力や工夫が必要な段階にあり，
国は固より地方自治体において首長のリーダーシップを含めた対応が望まれています。教育につい
てみても，生徒指導関連施策との連携が重要と考えられ，また，幼稚園・保育所や後期中等教育機
関に多い私立学校では，発達障害のある子どもの支援について，研修や相談支援を含めて必ずしも
十分な体制がとられていない場合があり，教育委員会と首長部局との連携が一層求められます。



３．社会基盤の充実推進

発達障害等のある子どもへの総合的な支援の充実のためには，その基となる社会基盤の充実
が欠かせません。障害者の権利に関する条約の批准を見通した教育及び就労における合理的配
慮の実現，国民全体への発達障害とその支援に関する啓発活動が重要な課題となっています。

上記のこと等を踏まえ，発達障害等のある子ども・人への一貫した総合的な支援の実現を目指
す「発達障害支援グランドデザイン」を改訂しVer.２としました。

【研究に関する情報】

発達障害支援グランドデザイン Ver.２

１．統括・調整１．統括 調整
責任ある組織のもとに，一貫性のある効率的で利便性の高い行政サービスが，一人一人のニー
ズに応じて提供されるために

２．就学前の発見と支援
保護者が安心できる，子どもの発達段階に応じた適切な支援を受け，成長を促すことができる
ために

３．就学後の発見と支援
早期の支援を生かし，学校において適切な支援が行われ，社会的自立ができるために

４．教育環境整備
個々のニ ズに応じた教育的支援を可能にし 子どもたちが安心して お互いを支え合う学個々のニーズに応じた教育的支援を可能にし，子どもたちが安心して，お互いを支え合う学
校生活を送ることができるために

５．切れ目のない連携
生涯にわたり一貫性のある支援をいつでもどこでも受けることができるために

６．保護者・家庭支援
保護者の思いや願いに寄り添い，安心して子育てができるように

７．社会基盤の充実
発達障害を理解し，社会全体で支え，共にいきるために

発達障害グランドデザインVer.２における７つの項目について，相互の関係等を模式図で示した。
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